
EVENTAIL-#1（扇）、太田朋子   フランス歌曲を歌う
　                                                                                                 piano 古高晋一

Casa de Daiju Concert #2 at Rey Audio
26(Sat) July. 2008　Hakone Rey Audio "Casa de Daiju" Geijutsu Salon

太田朋子（おおたともこ）　ソプラノ
　東京生まれ。武蔵野音楽大学を卒業。1989 年渡仏、パリ・エコールノルマル音楽院を修了し、十年余りフランスを拠点にヨーロッ
パ各地で演奏する。ことに、ジャン・コクトオのテキストによるプーランク作曲のオペラ「人間の声」の演唱はフランス国内の新
聞紙上で高い評価をうけた。
　2000 年より本拠を東京に移してからも、とくにフランスの近現代歌曲の分野で活動を展開している。2002 年にリリースされた、
「人間の声」を含むプーランク作品による CDは、雑誌〈音楽の友〉〈ステレオ〉等で好評を得て発売中。2004 年からは "Essayez 
d`imaginer" のタイトルで、フランス歌曲の魅力を体感してもらおうというコンセプトのリサイタルを定期的に開催し、愛好家が
ふえている。2008 年には２枚目のＣＤを収録。
　これまでに、さまざまなオペラ団体のフランスオペラ上演にあたっての歌手の原語
指導、日本声楽家協会・二期会オペラ研修所等でもフランス声楽曲の指導にあったて
いる。
日本声楽アカデミー、日本フォーレ協会各会員。
桐朋学園大学、フェリス女学院大学および東京藝術大学各講師。

☆開演  7 月 26 日 14 時〔開場 13 時 15 分〕　   参加費  2,000 円　（当日お支払い下さい）
演奏終了後、太田朋子さんとレイオーディオを囲んで楽しい時間を過ごしたいと思います。
芸術オーディオによる演奏もあります。ぜひご参加下さい。〔終了予定 17時〕
☆参加者は事前登録です。お名前、住所、連絡方法を記載のうえインターネット、はがき、電話、
FAX などでお申し込み下さい。複数名の時は各々のお名前、連絡先を明記して下さい。
レイオーディオ　250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原 1083-11　
電話：0460-86-3304　FAX：0460-86-3305　 E-MAIL:  info@reyaudio.com
☆交通について   新宿から小田急高速バス乗り換えなし２時間、毎時２( ～３) 本運行　http://www.odakyu-hakonehighway.co.jp/
☆ 小田急高速バス新宿（小田急ハルク前No,35）- 箱根桃源台行き、金時登山口下車　徒歩 300m（5分）
☆ 自動車：東名御殿場インターより　または中央高速 -富士五湖道路籠坂トンネル、須走方面より　国道 138 号にて　
　　乙女峠経由　仙石原方面　太郎平バス停角を左折  　御殿場インターより約 15分
☆ 小田原駅、または箱根湯本より 箱根登山バス桃源台行き , 箱根仙石下車 600m　　　
☆ 湯本より箱根登山鉄道、強羅下車タクシー、施設巡りバス利用　　☆ 羽田、横浜より小田急・京急バス、仙石案内所
土曜日は箱根方面、道路の混雑が予想されます。時間に余裕を見て下さい。上記の時間は通常時です。
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　   Casa de Daiju

BS バス停
S コンビニ
R レストラン、食事
L 山荘、保養所
m マンション
TH 民宿

箱根仙石原

EVENTAIL （エヴァンタイユ）
　ドイツリート・・・ドイツの芸術歌曲・・・にくらべてフランスの歌曲は一般に知名度が高くないようです。しかしフランスにもドイツリートに匹敵
する芸術歌曲の分野があり、そこには珠玉の名作が文字通り、扇（エヴァンタイユ）を広げた上に散りばめられているのです。ドイツリートがもつ素朴
さとロマンティシズムとは異なり、絵画そのものの色彩感と洗練された親密さをもつ世界、これがフランス歌曲の世界です。その魅力にひきこまれてフ
ランスに渡り、ますますその魅力の虜になって帰国して早８年、私はこのフランス歌曲を愛するなかまを一人でもふやそうと、歌い活動してきました。
このたび木下正三さんのご好意によって、日仏修好 150 周年の記念すべき年に、ここ箱根仙石原の CASA de DAIJU でサロンコンサートをさせていただけ
ることは望外のよろこびです。遠からぬ場所にいくつもの美術館があり、都会的センスのヴァカンス地である仙石原に足を運んでくる道のりのあいだに、
私たちの気持ちも安らぎ、感性も増してくるように感じます。その豊かで繊細な心をもって親密に音楽を奏し、聴くひととき・・・ここからまたフラン
ス歌曲を愛するなかまの輪が扇のように広がっていくことを願っています。

　EVENTAIL　第１回はその扇の要といえる１９世紀後半から２０世紀にかけての作品を、ほぼ年代を追ってならべてみました。歌曲の合間には、同じラ
テン･ヨーロッパでも色合いがぐんと異なるスペインの作曲家のピアノ曲もお聴きいただけます。そして回を重ねるごとに、作曲家を特集したり、詩人に
焦点をあてたり、いろいろなお話もしたりと、アイディアをこらしていきたいと思っていますので、ごいっしょにこの扇を広げていってくだされば幸せ
に思います。
          ２００８年 4月２８日　　　太田朋子
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ガブリエル・フォーレ　 リディア
クロード・ドビュッシー　 それは物憂い恍惚
アルベール・ルッセル　 濡れた庭
ダリウス・ミヨー　  ジャン・コクトオの三つの詩
フランシス・プーランク　 " 変身 " 全３曲　　　　　ほか

古高晋一 (こたかしんいち）　ピアノ　　　　　　　　　　　　　　　　
　パリ・エコールノルマル音楽院卒業。卒業時にディプロマを取得、同校主催演奏会出演。
桐朋学園大学音楽学部演奏科ピアノ専攻卒業。
桐朋学園大学声楽科伴奏研究員を努める。　
　94年 ､98 年にソロリサイタル、NHK-FMリサイタル、テレビ朝日「ニュースステーショ
ン」等で演奏。これまでに数多くの器楽奏者、声楽家と共演。アンサンブルピアニスト
として幅広く活躍。又コンクールの伴奏においても定評を得ている。
　ジェルメンヌ・ムニエ、マリアン・ルビッツキ、アンリエット・ピュイグ＝ロジェ、ジャ
ンクロード・アンブロジーニ、大島正泰氏に師事。現在、桐朋学園大学講師、二期会オ
ペラスタジオピアニスト。

神奈川大学
L


